
2026 年度岸保・立平賞の受賞者決まる 

 

受賞者：前田 修平（気象庁） 

業 績：力学的長期予報の高度化と異常気象分析体制の

構築を通じた気候情報の社会実装への貢献 

選定理由： 

気象庁は，国民生活や産業活動に影響する気候変動・異常

気象に対し，長期予報の高度化や気候情報の適時提供を通

じて社会の安全・安心に寄与してきた．これらの業務は，

多様な専門家の協働に支えられた組織的取組であり，長年

にわたり技術開発・研究連携・情報発信の面で継続的に発

展してきた．そのような中で，前田修平氏は，現業と研究，

行政と利用者，気象庁内外の専門家をつなぐ，組織横断の

中心人物として傑出した役割を果たし，気候情報基盤の質

的向上とその社会での利活用拡大に寄与してきた．これら

の活動は，気候リスク管理の重要性が高まる中で，国内の

気候情報基盤の充実に大きく貢献している．以下に，同氏

が担った主要な役割を整理する． 

第一に，力学的長期予報の現業化・高度化の過程における

橋渡し的役割である．長期予報の高度化は気象庁を中心に，

その内外多くの専門家の貢献が積み重なって進展してきた．

前田氏は，力学的予報の導入初期段階において，予報精度

の検証，数値予報天気図類の開発（高野・前田 1995），

長期予報の確率表現の検討（前田・小林, 2007）など，多

様な論点を実務として統合し，現業化に向けた基盤整備を

進めた．また，3か月予報・季節予報への力学的手法導入

（前田ら  2003）や大気海洋結合モデルの現業化

（Kobayashi et al. 2005）といった長期予報の高度化を主

導した．さらに，季節内変動の力学的理解や予測（Maeda 

et al. 2000; Maeda et al. 2021; Takemura et al. 2023），

大気現象における海洋の役割（Maeda et al. 2016a, b; 

Sekizawa et al. 2019; Takaya et al. 2021）に関する論文

発表を通じ継続的に研究成果を挙げ，現業と研究を双方向

に結びつける媒介者として稀有な役割を果たした． 

第二に，気候情報の社会実装を推進する中で果たした独自

の貢献である．長期予報の利活用は，情報提供側と利用者

側の相互理解に支えられるものであるが，その調整役を担

う人材は限られている．前田氏は，農業，電力，アパレル，

食品，物販など多様な産業分野の利用者との対話を重ね，

利用者のニーズを情報提供の改善に反映させるという双方

向的体制を築いた（気象ビジネス推進コンソーシアム 

2018）．2003年の東北地方冷害後に導入された1 kmメッシ

ュ気温予測の運用において，農業研究機関・自治体・気象

庁の間での調整に関わり，実利用に耐える仕組みづくりを

主導した（気象庁・国立研究開発法人農業・食品産業技術



総合研究機構 2016）点は特筆される．また，気象ビジネ

ス推進コンソーシアム季節予報勉強会等での技術指導，研

修テキスト等の執筆，講演会等（前田 2022）により，民

間気象事業者や情報利用者の長期予報に対する理解増進に

も多大な貢献を果たした．こうした精力的な活動の積み重

ねにより，気候情報の産業利用が広がり，長期予報が社会

基盤として定着したといえる． 

第三に，異常気象分析体制の制度化における中核的役割で

ある．2007年に創設された「異常気象分析検討会」は，研

究者と現業担当者が組織横断的に連携するための新しい枠

組みとして画期的であった．前田氏はその創設時より，研

究コミュニティとの継続的な交流を基盤に，必要なデータ

アクセス環境の整備や議論の進行調整を担い，制度の定着

に対し中心的な役割を果たした．検討会は極端事象発生後

に社会に対し適時適確な情報分析を官学連携で行うプラッ

トホームとして機能している．また，検討会の議論に地球

温暖化の影響評価を組み込む（Imada et al. 2018; Shimpo 

et al. 2019）など，分析内容の深化にも貢献し，科学的根

拠に基づく社会への情報発信に寄与した． 

 加えて，前田氏は長期予報に関する教育テキストの執筆

や気象庁内外の研修等を通じ，次世代の専門人材育成にも

寄与している．若手職員や研究者との多数の共著論文は，

前田氏が現場と研究コミュニティの双方に根差した活動を

継続してきたことを示している． 

 前田氏は，組織的な取組として進められてきた長期予報

の高度化や異常気象分析体制の整備において，多様な専門

家・関係者をつなぎ，研究と現業，行政と利用者を架橋す

る独自の役割を果たしてきた．その活動は，気候情報の質

的向上と利活用の拡大を支える基盤形成に寄与しており，

岸保・立平賞が重視する「気象学の発展と社会的貢献」に

合致するものである．以上のことから，前田修平氏に2026

年度日本気象学会岸保・立平賞を贈呈するものである． 
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